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れ角などの羽根 1 ピッチ聞の分布について計算値と実験値を比較する乙とにより示している D
第 4 章は羽根流路の二次流れに関する研究である。著者は次の二つの原因によって二次流れが生ず
















( 1 ) 遠心羽根車後方のポテンシヤノレ流れに対して，羽根枚数が多く羽根車内外径比の小さい場合
にも計算が容易で精度のよい近似計算法を見出した。
( 2 ) 低流量域を除いた広い流量範囲において，羽根車後方の流れの実測値は羽根伴流部を除いて
理論値とよく一致するととを示したが，とれは羽根車性能向上のため最適羽根形状を研究する場合二
次元ポテンシヤノレ流れ理論と境界層理論を使用する乙とに対して一つの根拠を与えるものである。
( 3 ) 従来ほとんど研究が行なわれていなかった遠心羽根車の二次流れについて研究し，違った原
因から発生するこつの二次流れに対してそれぞれ新しい理論式を作り，実験とよくあう乙とを確かめ
たが，乙れによって二次流れ損失や二次流れの流出角に及ぼす影響などの研究の出発点が与えられた
ものと考える D
(4) リングディフユーザの流れの従来の計算法に改善を加えた。
以上のように本論文は流体機械工学の発展に貢献すると乙ろが大きいので博士論文として価値ある
ものと認める。
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